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湖底に沈んだふるさとを偲び　咲き誇る荘川桜
（ひだ荘川桜まつり　4月28日撮影・荘川地域）

今年度から耐震補助制度を拡充
春の叙勲・褒章
後期高齢者医療制度の保険料のお知らせ
町内会に加入しましょう
たかやま出前講座

しの



　

県
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
高
山･

大
原
断
層
帯
の
地
震
に
よ
る
市
の

被
害
は
建
物
被
害
３
万
７
千
棟
以

上
、
人
的
被
害
千
五
百
人
以
上
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
建
物
の
倒
壊
を
防
ぐ
こ

と
で
、
人
的
被
害
を
大
幅
に
少
な

■
無
料
耐
震
診
断

　

市
内
に
一
戸
建
て
木
造
住
宅
を

所
有
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
無

料
で
耐
震
診
断
を
行
う
事
業
を
６

月
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
要
件
】

・
市
内
に
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

　

を
所
有
し
て
い
る
方

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

■
木
造
住
宅
耐
震
補
強

　

補
助
額
を
１
８
０
万
円
に

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
補
強

工
事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合

に
は
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。
一
定
の
増
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
伴
う
こ
と
も
可

能
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
補
助
要
件
】

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
が
必

　

要
で
あ
る
も
の

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

・
所
定
の
強
度
が
確
保
で
き
る
計

　

画
で
あ
る
も
の

く
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
大
地

震
で
は
、
昭
和
56
年
の
建
築
基
準

法
改
正
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の

倒
壊
例
が
多
く
、
特
に
木
造
建
築

物
の
耐
震
性
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
住
宅
な
ど

の
地
震
に
対
す
る
強
度
を
測
る
耐

震
診
断
と
、
耐
震
補
強
工
事
に
対

し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

・
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士

　

が
設
計
・
監
理
を
行
う
も
の

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
都
市
整

備
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
合
先
都
市
整
備
課

35-

3
1
5
9

2

■木造住宅耐震工事
　昨年度まで
　補助対象限度額120万円
　補助率 10/10
　補助限度額 120万円
今年度から
　補助対象限度額180万円
　補助率 10/10
　補助限度額180万円
　※奨励金を含む

　　今年度から

　　　無 　料

■耐震診断（一戸建て住宅）
　昨年度まで
　補助対象限度額３万円
　補助率 ２/３
　補助限度額 ２万円

３
万
７
千
棟
以
上
の
家
屋
に
被
害
想
定

一
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
…
無
料

木
造
住
宅
耐
震
補
強
…
最
大
１
８
０
万
円
補
助

拡
充
し
た
耐
震
補
助
制
度

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

今
年
度
か
ら
耐
震
補
助
制
度
を
拡
充
！

地震

　

市
内
に
は
、「
高
山･

大
原
断
層
帯
」な
ど
の

活
断
層
が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
地
震
調
査
委
員
会
で
は
全
国
の
中
で
も
、

こ
の
断
層
帯
は
今
後
30
年
以
内
に
震
度
６
以
上

の
大
地
震
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

大
地
震
は
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
、
そ
の
と
き
大
切
な
家
族
や
財
産
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
住

宅
な
ど
の
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

制
度
を
今
年
度
さ
ら
に
拡
充
し
ま
し
た
。

高山・大原断層帯
断層

2008.5.15



問
合
先
市
民
課

35-

3
4
9
6

　

市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
市
の
刊
行
物

な
ど
に
企
業
広
告
を
掲
載
す
る
広

告
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
課
窓
口
封
筒
の
裏

面
に
掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
法
人（
市
税
に
滞
納

が
な
い
方
）　　
　

封
筒
の
種
類　

長
形
３
号
封
筒

封
筒
の
設
置
場
所　

市
民
課
お
よ

び
支
所
地
域
振
興
課

作
成
枚
数　

２
万
５
千
枚

掲
載
期
間　

市
が
封
筒
を
受
領
し

て
か
ら
、
当
該
枚
数
の
使
用
が
終

了
す
る
ま
で
の
期
間
。

広
告
の
規
格　

縦
3.5
㎝ 

横
10
㎝

募
集
枠
数　

4
枠

最
低
価
格　

1
枠
2
万
5
千
円

申
込
方
法　

市
民
課
、
支
所
地
域

振
興
課
、
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
業
概
要

お
よ
び
掲
載
し
よ
う
と
す
る
原
稿

を
添
付
の
う
え
、
6
月
10
日（
火
）

ま
で
に
市
民
課
へ
提
出
。

※
市
で
申
込
者
お
よ
び
広
告
内
容
を

審
査
し
た
後
、
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

※
企
業
広
告
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
観
光
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

3

今
年
度
か
ら
広
告
事
業
を
ス
タ
ー
ト

市
民
課
窓
口
用
封
筒
の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

次の 8人の方が受章されました。おめでとうございます。
○
春
の
叙
勲

○
春
の
褒
章

○
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

旭
日
中
綬
章（
地
方
自
治
功
労
）

　

殿
地　

昇
さ
ん
（76）

　
　
　

東
京
都（
高
山
市
名
誉
市
民
）

旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　

東　

季
彦
さ
ん
（70）

　
　
　

久
々
野
町
無
数
河

瑞
宝
双
光
章（
郵
政
事
業
功
労
）

　

今
井　

馨
さ
ん
（71）

　
　
　

大
新
町
一

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

　

金
岡　

勝
一
さ
ん
（73）

　
　
　

一
之
宮
町

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　

唐
谷　

清
司
さ
ん
（68）

　
　
　

上
宝
町
蔵
柱

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　

砂
田　

武
司
さ
ん
（71）

　
　
　

西
之
一
色
町
三

黄
綬
褒
章（
業
務
精
励
）

　

柚
原　

博
明
さ
ん
（69）

　
　
　

松
本
町

藍
綬
褒
章（
調
停
委
員
功
績
）

　

廣
島　

啓
子
さ
ん
（61）

　
　
　

下
三
之
町

叙勲・褒章

申　込
問合先

秘書国際室
235-3130

　昭和35年に高山市と
姉妹都市として提携した
アメリカコロラド州デン
バー市。昭和58年から
現在まで高校生の相互派
遣事業を行うなど、年々
両市の友好は深まってい
ます。
　このような強いつなが
りを持つデンバー市の
ヒッケンルーパー市長が
5月19日（月）から 21日
（水）まで高山市を訪問さ
れます。
　滞在中には土野市長との会談や市内視察が予定さ
れています。市民のみなさんもぜひ歓迎式などにご
参加ください。
主な日程　20日（火）
　午後1時 市役所来庁
　午後1時30分 市役所5階議場において歓迎式（こ
の模様は、ヒットネットＴＶ、市ホームページで生
中継します）
　午後2時30分 友好の丘（上岡本町：飛驒高山思い
出体験館付近）で記念植樹

2008.5.15

（ようこそ！高山へ）
姉妹都市デンバーの市長が来高

WELCOME TO TAKAYAMA!WELCOME TO TAKAYAMA!

満開の桜咲く友好の丘



後期高齢者（長寿）医療制度の保険料のお知らせ
　75歳（一定の障がいのある方は65歳）以上の方は、後期高齢者医療制度に加入し、保険料を負担してい
ただくことになっています。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

保険料の決まり方

国民健康保険の保険料との比較

※個人単位で計算され、県内一律です

＋

（限度額：50万円）

一人当たり

39,310円
基礎控除後の総所得

×所得割率7.39％

保険料を減額する軽減措置や経過措置があります

所得の低い方
↓

世帯の所得水準に応じ、
均等割額を軽減します。

社会保険などの被扶養
者だった方は、均等割
額だけの保険料となり、
平成20年9月まではその
全額を軽減し、10月か
ら平成21年3月まで9割
軽減されます。

7割
軽減

5割
軽減

2割
軽減

年額・固定資産なしの場合

▼ ▼ ▼ ▼
平成20年4月 平成21年4月10月（徴収方法の見直し）7月

※制度開始の直前に社会保険などの被扶養者となった方は、4月から特別徴収（年金からの徴収）が開始
　される場合があります。
※個別徴収の場合は、納付書または口座振替により納めていただくことになります。
※10月に徴収方法を見直すため、徴収方法が変更となる場合があります。

保険料年額

均等割額 所得割額

※1

単身世帯で、年金収入
のみの場合

夫婦のみで、収入が年
金だけの場合（妻の年
金が135万円以下）

年金収入額 国民健康保険料 後期高齢者医療保険料

153万円以下 16,500円

71,300円

11,700円

66,100円200万円

夫：160万円

夫：200万円

28,900円（世帯）

93,700円（世帯）

28,600円（夫婦合計）

97,500円（夫婦合計）

※後期高齢者医療制度に加入された方の国民健康保険料は不要となります。
※国民健康保険料は平成19年度の料率により計算してあります。

平成20年度の保険料の納め方：これまで加入していた医療保険によって納め方が違います。

国民健康保険に加入していた方

②納付書などにより納めていただく方
※7月からの個別徴収となります。

社会保険などの本人であった方

社会保険などの被扶養者であった方

①年金から徴収される方 年金から徴収 年金から徴収

個別徴収

個別徴収

個別徴収

年金から徴収

個別徴収

年金から徴収

個別徴収

保険料は徴収しません
（全額軽減）

7月からの徴収となり個別に納め
ます。10月からは、年金からの徴
収が開始されます。

徴収は10月から開始されます。
（右上の表「経過措置※1」が適用さ
れます。）

問合先 保険医療課
35-3495
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町
内
会
は
、
防
犯
活
動
や
環
境

保
全
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守

り
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
の
活
動

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化
や
少

子
化
、
未
加
入
者
の
増
加
な
ど
大

き
な
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
町
内
会
の
運
営
や
町

内
会
が
管
理
す
る
防
犯
灯
の
電
気

料
に
対
し
て
補
助
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
町
内
会
や
市
民

活
動
団
体
、
地
区
社
会
教
育
な
ど

の
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
、
新
た
に
市
民
活
動
推
進
課
を

創
設
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
は
、
限
ら
れ
た
人
た
ち

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

に
住
ん
で
い
る
全
員
が
つ
く
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
す
。
み
ん
な
が

力
を
あ
わ
せ
、
素
敵
な
ま
ち
と
な

る
よ
う
、
ぜ
ひ
町
内
会
活
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
22
日
に
行
わ
れ
た
高
山
市

町
内
会
連
絡
協
議
会
の
総
会
に
お

い
て
、
次
の
と
お
り
今
年
度
の
役

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
の
方
々
は
、
直
接
協
議
会

が
取
り
組
む
活
動
内
容
の
決
定
や

市
な
ど
の
行
政
機
関
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長
＝
踏
込
久
男（
南
）

副
会
長
＝
長
瀬
湊
吉（
山
王
）

　
　
　
　

前
越
晢
夫（
花
里
）

　
　
　
　

和
田
博
夫（
上
宝
）

会　

計
＝
谷
口
茂
雄（
江
名
子
）

議　

長
＝
打
保
正
守（
西
）

副
議
長
＝
黒
木
正
之（
久
々
野
）

書　

記
＝
松
井
一
夫

　
　
　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
）

理　

事
＝
中
島
久
一（
北
）

　
　
　
　

下
田
利
明（
新
宮
）

　
　
　
　

表　

正
彦（
三
枝
）

　
　
　
　

堺　

和
信（
大
八
）

　
　
　
　

古
畑
和
男（
岩
滝
）

　
　
　
　

桑
原
喜
三
郎（
丹
生
川
）

　
　
　
　

井
口
智
人（
清
見
）

　
　
　
　

黒
田
清
司（
荘
川
）

　
　
　
　

入
倉
誠
一（
一
之
宮
）

　
　
　
　

森
本　

久（
朝
日
）

　
　
　
　

増
田
菊
雄（
高
根
）

監　

査
＝
前
田　

肇（
東
）

　
　
　
　

倉
田
裕
之（
国
府
）

平
成
20
年
度

高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
役
員

問
合
先
町
内
会
連
絡
協
議
会

事
務
局

35-

3
4
1
2

今年度の役員のみなさん

みんなで支える町内会みんなで支える町内会
町内会の主な取組み

地
域
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち

※
次
の
ペ
ー
ジ
で
全
町
内
会
長

　

を
紹
介
し
ま
す
。

5

環
境
美
化
活
動

　

き
れ
い
で
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
道
路

や
公
園
な
ど
の
美
化
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

通
学
の
安
全

防
犯
活
動

　

交
通
事
故
の
防

止
や
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
通
学
で
き

る
よ
う
、
見
守
り
活

動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
主
防
災
活
動

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害（
地
震
・
火
災
・

水
害
な
ど
）
や
突
然
の
不

幸
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、

本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
域
の
仲
間
で
す
。
万
一

に
備
え
た
組
織
的
な
訓
練

は
重
要
な
活
動
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
盆
踊
り
な
ど
、
住
民

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し

い
催
し
を
行
い
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
間
交

流
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の

設
置
・
管
理

　

夜
道
で
の
安
全
を
守
っ
て

い
る
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2008.5.15
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地区 町内会名 役割 氏　名

丹　

生　

川

下保 下道　茂雄
細越 屋敷　祐一
桐山 平 田 　 厚
大萱 畑田　章人
折敷地 山下　秀幸
三之瀬 山下　義隆
呂瀬金山 大下　明久
ひろ野 川上　孝明

清　

見

三日町 ○ 国政　正夫
牧ヶ洞 ● 井口　智人
藤瀬 谷口　吉則
福寄 巣 内 　 譲
三ツ谷 島田　満夫
坂下 栗下　由夫
巣野俣 脇坂　光生
楢谷 伊香　賢治
大原 中沢　治雄
上小鳥 大坪　義己
夏厩 中 沢 　 隆
二本木 宮 垣 津 　 弘
池本 梶 井 　 貢

荘　

川

六厩 清水　克敏
三谷 益 戸 　 徹
三尾河 大田　和則
寺河戸 三島　則和
黒谷 ● 黒田　清司
惣則 橋本　克一
一色 島田 三代一
猿丸 橋詰　國光
新渕 ○ 三 島 　 篤
町屋 直井　眞純
上野々俣 渡辺　　登
下野々俣 山 道 　 昭
中畑 石田　　進
牧戸 岩谷　高守
牛丸 田口　一吉
岩瀬 上田　清克

一　

之　

宮

位山 ○ 黒木　長榮
中央 清水　茂法
山下 ● 入倉　誠一
本通 松 垣 　 但
東 向 　 良 廣
一之宮 藤枝　和人

久　

　々

野

橋場 ● 黒木　正之
中組 青木　修二
上組 小池　喜由
西洞 仲 　 新 市
反保 ○ 石原　勝義
坂屋 田中　教一
山梨 中井　作良
久須母 浅野　正春

地区 町内会名 役割 氏　名

久　

　々

野

引下 船渡　明徳
小坊 東 　 雅 博
大西 今井　敏幸
小屋名 長瀬　正隆
柳島 矢嶌　寿一
大坊 坂下　貞志
木賊洞 谷本　義正
長淀 下垣内 幸昌
渚 竹之上　肇
片籠 中野　正樹
阿多粕 市村　義一

朝　

日

見座 橋 本 　 章
小瀬 森下　定道
立岩 島本　廣一
小谷 北川　秀夫
甲 長 瀬 　 泉
万石 中井　守男
上ヶ見 丸山　一守
下青屋 井原　保澄
上青屋 山 本 　 茂 樹
寺澤 ● 森本　　久
浅井 樋口　清作
寺附 清水　正幸
大廣 長瀬　寿一
黒川 長瀬　昌司
一之宿 大牧　克巳
西洞 ○ 高原　真作
宮之前 水口　俊生
桑之島 林 　 久 義
胡桃島 前原　勝広

高　

根

中洞 大 家 　 忠
中之宿 田中　五郎
猪ノ鼻 坂下　忠吉
上ヶ洞 武藤　義雄
池ヶ洞 中林　新一
黍生 小林 今朝雄
阿多野郷 小林　辰美
野麦 ○ 堀野　　徹
日和田 ● 増田　菊雄
小日和田 中田　昭治
留之原 田水　一成

国　

府

三川 平 阪 　 彰
上広瀬 堰　登貴男
村山 ○ 塩屋　光隆
糠塚 中村　弘和
金桶 尾崎 富士男
瓜巣 岩垣　義智
名張 堀 　 賢 二
宇津江 小阪　甚三
宇津江二区 大坪　隆志
宇津江三区 松井　徹朗

地区 町内会名 役割 氏　名

国　

府

広瀬町 舩坂　勇雄
三日町 鈴 木 　 慧
蓑輪 牛丸　禮一
今 坂口　清吉
宮地 牛丸　昭則
東門前 牛丸 興士継
西門前 田中　重之
八日町 ● 倉田　裕之
漆垣内 田中　幸夫
桐谷 榎坂　芳人
半田 横 川 　 諭
木曽垣内 水上　義和
鶴巣 政井　博一
山本 竹 川 　 博

上　

宝

長倉 水上　　昇
双六川 美 宅 　 貢
見座 藤井　徹也
宮原 志田　愼一
在家 上 北 　 修
本郷 大 下 　 正 二
吉野 太 田 　 実
蔵柱 阪下　政樹

● 和田　博夫
○ 長岡　　清

奥 

飛 

驒 

温 

泉 

郷

平湯 沖本　憲嗣
福地 中坂　司信
一重ヶ根 植野　光二
村上 板倉　明人
中尾 小瀬　宏幸
新穂高 大前　俊次
神坂 田口　高弘
栃尾 中田　好彦
今見 新井　正和
田頃家 野木　外男
柏当 金岡　東賢
笹嶋 大嶋　利夫

● 松井　一夫
○ 田丸　正則

●：会長   ○：副会長   （敬称略）
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地区 町内会名 役割 氏　名

東

宗猷寺町      河村　長務
天性寺町      塚中　利春
愛宕町        ○ 打江　　進
若達町1丁目  下洞　正義
若達町2丁目  土川　淳郎
春日町        ● 前田　　肇
島川原町      岡田 朝太郎
堀端町        大畠 栄太郎
馬場町        佐美　義雄
吹屋町1丁目  山腰　　進
吹屋町2丁目  上谷　　清
大門町        武満　隆司
鉄砲町        林　　誠一

西

下一之町      長瀬　　哲
下二之町      元田　博之
下三之町      滝原　光彌
桜町          高原　輝夫
八幡町        ○ 山本　正弘
大新町1丁目  永田　勝雄
大新町2丁目  三之瀬 俊治
大新町3丁目  河村　隆一
本町２丁目    岩堀　由利
本町３丁目    塩屋　　稔
本町４丁目    高塚　正弘
有楽町        杉山　哲郎
相生町        下本　一伸
花川町        島光　勝秋
名田町6丁目  松本　常夫
末広町        小林　藤男
朝日町        粟原　敏和
七日町1丁目  石倉　　茂
七日町2丁目  尾前　輝八
七日町3丁目  中舎　照男
神田町1丁目  高橋 藤喜郎
神田町2丁目  井端　　勇
総和町1丁目  脇坂　伸一
総和町2丁目  保谷　　昇
初田町1丁目  鈴木　英之
初田町2丁目  長瀬　哲夫
花岡町1丁目  針山 順一朗
昭和町2丁目  牛丸　昭夫

● 打保　正守

南

川原町        山下　良一
西町          塚田　幸一
本町1丁目    傳谷 幸次郎
八軒町1丁目  三枝　祥一
八軒町2丁目  朝田　正樹
八軒町南      川上　　豊
名田町4丁目  北村　忠男
名田町5丁目  森下　　勉

地区 町内会名 役割 氏　名

南

天満町4丁目 田中　正至
天満町5.6丁目 長谷川 行雄
花里町4丁目 下屋　孝雄
花里町5丁目 松 山 　 猛
花里町6丁目 片桐　一美
昭和町1丁目 上 田 　 昮
昭栄町 矢 嶋 　 等
上岡本町 門崎　通春
中岡本町 ○ 長谷川 昭久
緑ケ丘町1丁目 中田　秋夫
緑ケ丘町2丁目 ● 踏込　久男
松原町 島田　徹夫

北

大新町4丁目 谷沢　政司
大新町5丁目 瀬 戸 　 優
総和町3丁目 山東　義照
初田町3丁目 石原　光弘
花岡町3丁目 打保　政樹
下岡本町 下垣内 孝彦
桐生町 山 本 　 誠
本母町 ○ 宇佐美　昇
冬頭町 金子　哲弘
松本町 ● 中島　久一
有斐ケ丘町 松葉　純一

山　

王

森下町 ○ 高野 喜代行
上神明町 丸 山 　 進
下神明町 藤田　充夫
上一之町 元田　省三
上二之町 大下　光雄
上三之町 山下　一男
片原町 ● 長瀬　湊吉
片野町 道 下 　 勲
石浦町 小 林 　 浩

江　

名　

子

下江名子町 ● 谷口　茂雄
上江名子町 中坪　久夫
山口町 ○ 山崎　寿呂
桜ケ丘町 荒 引 　 勇
錦町 木 谷 　 正
荏名団地町 井上　博夫

新　

宮

下林町 富田　春辰
山田町 尾形　隆二
夕陽ケ丘町 小野　眞次
下之切町 清水　正次
新宮町 ○ 五反田 和幸
八日町前原町 枇杷田　修
雇用促進町 石 橋 　 貴
新星町 栃元　一彦
自由ケ丘町 ● 下田　利明

三　

枝

下切町 桜本　文雄
旭ケ丘町 東 出 　 弘
中切町 ● 表 　 正 彦

地区 町内会名 役割 氏　名
三　

枝

上切町 大豆村 喜彰
赤保木町 大坪　則夫
見量町 ○ 渡辺　忠栄

大　

八

上野町 長瀬　義勝
松之木町 都竹　隆司
大洞町 山本 栄一郎
漆垣内町 東 　 和 幸
塩屋町 高畠　巻尋
大島町 坂口　文作
天堤町 池田　良美
三福寺町 ○ 坪内　順一
東山町 瀧花　良恵
長坂町 谷井　和弘
曙町 桑田　正雄
日の出町 岡部　哲夫
松之木守ケ丘町 塚腰　良博
下三福寺町 小県　行夫
東栄町 道下　利一
東山台 ● 堺 　 和 信

岩
滝

滝町 下垣内 正太郎
生井町 ● 古畑　和男
岩井町 ○ 谷尻　正廣

花　

里

上川原町 白川　健一
名田町1.2丁目 飯山　勝人
名田町3丁目 中川　忠司
花里町1丁目 永江　鐐一
花里町2丁目 ● 前越　晢夫
花里町3丁目 ○ 岩腰　隆司
千島町 中畑　政一
西之一色町 早川　宏治

丹　

生　

川

久手 宮 前 　 勝
岩井谷 谷本　俊幸
旗鉾 大下　宣夫
曽手 政井　忠彦
駄吉 ● 桑原 喜三郎
日面 朝 倉 　 進
日影 ○ 古 家 　 篤
芦谷 藤本　長次
板殿 福本 太久治
白井 大西　一司
根方 清水　和也
小野 中井　重寿
大谷 大門　守夫
瓜田 大 宮 　 壽
法力 小 瀬 　 智
北方 小木曽　晃
坊方 芝野　良博
山口 田中　洋之
町方 平川　栄一
新張 村上　喜作

平成平成2020年度年度    町内会長町内会長のみなさんのみなさん
（平成20年4月1日 現在）
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グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

２
０
０
８
春

２
０
０
８
春    

飛
驒
の
味
ま
つ
り

飛
驒
の
味
ま
つ
り

楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
？

各
地
の〝
う
ま
い
も
ん
〞が
集
結
！

　

高
山
市
快
適
環
境
づ
く
り
市
民

会
議
で
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が

ら
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め「
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

内
容

 

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

 

・ 

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
の
展
示
販
売

 

・
出
張
リ
フ
ォ
ー
ム
製
品
フ
ェ
ア

 

・ 

環
境
関
係
団
体
に
よ
る
展
示
・

　

今
回
で
42
回
目
と
な
る「
飛
驒

の
味
ま
つ
り
」。
高
山
市
の
み
な

ら
ず
、
下
呂
市
、
飛
驒
市
、
白
川

村
や
、
友
好
都
市
の
山
形
県
上
山

市
、
福
井
県
越
前
市
の
ほ
か
、
富

山
市
な
ど
で
生
産
さ
れ
る
食
品
な

ど
の
展
示
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
や
五
平
も

ち
、
飛
驒
牛
の
串
焼
き
な
ど
飛
驒

地
域
の
味
に
加
え
て
、
上
山
市
の

体
験
コ
ー
ナ
ー

 

・ 

お
も
ち
ゃ
の
修
理
コ
ー
ナ
ー

 

・ 

レ
ジ
袋
有
料
化
コ
ー
ナ
ー

 

・ 

自
然
観
察
は
じ
め
の
一
歩

 

・
苗
木
・
花
の
無
償
配
布
な
ど

期
日　

６
月
１
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

 

原
山
市
民
ス
キ
ー
場
駐
車

場（
新
宮
町
）

玉
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
特
産
物
、

越
前
市
や
富
山
市
な
ど
の
海
産
物

を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た〝
う
ま
い
も
ん
〞を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
８
箇
所
の
道
の
駅

か
ら
は
、
各
地
域
の
特
産
品
を
展

示
販
売
し
ま
す
。

期
日　

５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

時
間　

 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
18
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

問
合
先

環
境
課

35-

3
4
6
7

問
合
先

商
工
課

35-

3
1
4
4

場
所　

 

本
町
１
・
２
丁
目
商
店
街

（
歩
行
者
天
国
）

※ 

17
日
の
午
前
９
時
に
和
太
鼓
、

午
前
11
時
に
三
味
線
、
18
日
午

後
１
時
に
軽
音
楽
の
演
奏
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。

鈴
蘭
高
原

鈴
蘭
高
原    

す
ず
ら
ん
祭
り

す
ず
ら
ん
祭
り

野
麦
峠
ま
つ
り

　

県
指
定
天
然
記
念
物
の
す
ず
ら

ん
が
可か

憐れ
ん

に
咲
き
誇
る
中
、
会
場

で
は
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
内
ハ
イ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
、
カ
ー
ト
で
く
る
り

散
策
ラ
リ
ー
、
餅
つ
き
大
会
、
特

産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

６
月
１
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

 

鈴
蘭
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
特
設
会
場（
朝
日
町

西
洞
）

　

女
工
哀
史
で
知
ら
れ
る
標
高

１
６
７
２
ｍ
の
野
麦
峠
。
乗
鞍
岳

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
雄
大
な

景
色
の
中
、
旧
野
麦
街
道
の
記
念

山
行
や
郷
土
芸
能
の
披
露
、
特
産

品
の
販
売
な
ど　

を
行
う
野
麦
峠

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

５
月
18
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

野
麦
峠（
高
根
町
野
麦
）

問
合
先
高
根
支
所
基
盤
産
業
課

59-

2
2
1
1

問
合
先
飛
驒
あ
さ
ひ
観
光
協
会

55-

3
7
7
7

可憐なすずらんがお出迎え
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心地よい日差しを浴びて、
　　  新緑を満喫しませんか？

松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

乗
鞍
岳
山
開
き

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す

 

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン 

い
よ
い
よ
開
通
！

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

　

６
月
の
第
１
日
曜
日
は
、市
の「
み

ど
り
に
親
し
む
日
」で
す
。
こ
れ
に

ち
な
ん
で
松
倉
山
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
、
飛
驒
の
里
の
裏
手
か
ら
は

じ
ま
る
松
倉
遊
歩
道
を
利
用
し
て
、

午
前
７
時
か
ら
11
時
ま
で
に
、
松
倉

山
山
頂
ま
で
登
ら
れ
た
先
着
７
０
０

世
帯
に
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。ま
た
、

緑
化
相
談
員
に
よ
る
庭
木
や
花
に
関

す
る
相
談
が
で
き
る「
緑
の
相
談
室
」

も
開
設
し
ま
す
。

　

３
千
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
北
ア
ル
プ
ス
乗

鞍
岳
で
は
、
壮
大
な
自
然
を
堪
能
で
き
ま
す
。

ま
た
、高
山
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、初
夏
に
は
、

ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
な
ど

色
と
り
ど
り
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
山
開
き
祭

内
容　

 

枡
酒
の
サ
ー
ビ
ス
と
郷
土
芸
能
の
披
露

期
日　

５
月
15
日（
木
）

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

乗
鞍
岳
畳
平

心地よい日差しを浴びて、
　　  新緑を満喫しませんか？

期
日　

６
月
１
日
㈰

※ 

雨
天
の
場
合
は
、８
日
に
延
期
し
、

８
日
も
雨
天
の
場
合
は
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
役
所
正
面

玄
関
前
で
苗
木
を
配
付
し
ま
す
。

問
合
先
丹
生
川
支
所
基
盤
産
業
課

78-

1
1
1
1

 対　　象　 自力で登れる方（幼児については
保護者が責任を持ってください）

期　　日　6月15日（日）  雨天中止
時　　間　 ファミリーコース（約4㎞）･･･午

前8時10分～
　　　　 　健脚コース（約10㎞）･･･午前7時
集合場所　一之宮支所前
定　　員　各60人（超えた場合は抽選）
参 加 費　 1,000円、中学生以下500円(保

険料など）
申込方法　6月9日（月）までにスポーツ振興
課、一之宮支所窓口、 にある申込用紙に
必要事項を明記し、提出。（ 可）

申　込
問合先

一之宮支所地域振興課
253-2211  653-2948

 　初心者でも楽しめる、往復3時間のトレッキング
コースです。
対　　象　 市内在住の体力に自信のある小学4年生

以上の方（小学生は保護者同伴）
期　　日　 7月26日(土)荒天の場合は27日(日)

に延期。
定　　員　120人（超えた場合は抽選）
参 加 費　 小学生7,500円・中学生以上8,500

円（交通費・ゴンドラ・リフト代・保険料・
携帯トイレ代など含む）

申込方法　6月1日（日）から6月15日（日）までに
往復はがきに住所、氏名、年齢、性別、電話番号、
返信用宛名を記入して 。（消印有効。4人以内で
あれば家族やグループ単位でも可、体育協会 か
らのメールでも申込み可）
※申込みは、1人（1グループ）1通に限る。

申　込
問合先

〒506-0051中山町600番地
㈶高山市体育協会事務局  236-4307
http://www6.ocn.ne.jp/~tasa/

第25回市民登山

白馬・八方尾根トレッキング白馬・八方尾根トレッキング

川川
か お れ だ け

上上岳岳・位山縦走登山・位山縦走登山
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№ 講　座　名 内　　　　　容 担 当 課 電話番号
安全で快適な暮らしを実感できる『すみよさ』のあるまちをめざして

27 高山市の環境を考えよう 環境全般の現状と問題点の学習

環境課 35-3467

28 豊かで快適な環境を目指して 高山市が取り組む環境計画について

29 地球規模で環境を考えよう
一人ひとりの自発的行動と市民、事業者、行政の協力ですす
める高山市地球環境保全行動計画「アジェンダ２１たかやま」
について

30 市民が取り組む快適環境づくり 市民会議の活動内容を紹介します。あなたも環境保全活動に
参加しませんか

31 高山市のごみ処理 市のごみ処理の現状と今後の課題について
リサイクル推進課 35-313832 循環型社会を目指して 循環型社会基本法をとりまく法体系とその対応について

33 ごみの分け方・出し方 ごみの分け方・出し方および容器リサイクル法について
34 高山市の上水道 水道料金、施設の概要 上水道課 35-3149
35 下水道で住みよい環境づくり 下水道の役割としくみ 下水道課 35-3150

自分の身を守り、安全に生活するために
36 知って得する消費生活講座 悪徳商法の手口と被害にあわないための注意点

市民活動推進課 35-3412
37 交通安全教室 交通安全について
38 住まいの地震対策 高山市での地震発生想定、家屋の地震対策および補助制度 都市整備課 35-3159
39 住宅用防災機器の設置について 住宅用防災機器を設置して生命や財産を守りましょう 予防課 32-3027

40 自主防災組織結成に関する説明会
未組織の町内会に対し、自主防災組織の意義・活動内容・届
出方法などを説明します 防災課

32-0119

41 自主防災訓練などの指導 初期消火について学びます 警防課

42 一般救急講習 悪化防止のための応急手当、痛みを軽減する応急手当、搬送
法

救急課
43 普通救命講習Ⅰ （３時間）

生命を救うために最低限必要な、成人に対する心肺蘇生法（自
動体外式除細動器＝ＡＥＤを含む）と止血法を学んでいただ
く講習会です。（テキスト代など  315円）

44 普通救命講習Ⅱ （４時間）

内容は普通救命講習Ⅰと同じですが、仕事内容から一定の頻
度で心肺停止者に対し、応急対応を期待、予想される方を対
象とした講習です。筆記と実技試験があります。
（テキスト代など  315円）

45 上級救命講習 （８時間）

普通救命講習Ⅰの内容に加え、小児、乳児、新生児に対する
心肺蘇生法や骨折などの外傷の手当、搬送法など、さらに幅
の広い応急手当を学んでいただく講習会です。
（テキスト代など  315円）

救急課 32-0119

産業活動が活発な「にぎわい」のあるまちをめざして
46 中小企業融資 運転資金、設備資金などの融資について

商工課 35-3144
47 勤労者融資 勤労者の生活資金融資について

48 起業家支援講座 新たに事業を始めようとする方を対象に各種補助制度や融資
制度を紹介します

49 高山市の観光 高山市の観光動向について 観光課 35-3145

50 飛驒の農作物の作り方 野菜、果樹の栽培と管理について 農務課 35-3141

51 森林の育成と環境 森林育成の必要性と現況について 林務課 35-3143
こころの「ゆたかさ」のあるまちをめざして

52 国際交流・国際理解 国際交流および国際理解をすすめる
秘書国際室 35-3130

53 中国文化・中国語講座 中国の文化や中国語に関する講座
54 飛驒版画と現代版画 飛驒版画と現代版画を美術史の観点からみます 生涯学習課 35-3155
55 図書館の利用 図書資料の貸出、返却などの利用方法について 図書館 32-3096
56 文化財講座 高山の歴史文化財について

文化財課 35-3156
57 考古・史跡講座 発掘成果、市内史跡について
58 男女共同参画のまちづくり 男女がともに生き、ともに創る社会とは 市民活動推進課 35-3412

59 深めよう絆あなたの家庭・地域から
いじめのない明るい都市（まち）づくり宣言とその取組みにつ
いて 生涯学習課 35-3123
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№ 講　座　名 内　　　　　容 担 当 課 電話番号
○○について、もっとくわしく学びませんか？

1 高山市の行政改革 高山市が進める行政改革について
総務課

35-31332 高山市の情報公開制度 高山市の情報公開制度と個人情報保護制度の概要
3 選挙のお話 「選挙とは何か？」少し触れてみよう 選挙管理委員会事務局
4 税のしくみ 市税の概要 税務課 35-3136
5 市議会のしくみ 市議会のしくみなどについて 議会事務局 35-3152

くらしの手続き
6 戸籍に関する豆知識 戸籍制度について

市民課 35-3496
7 住基ネット・住基カードって何？ 住基ネットの概要と住基カードの取得方法・利点について
8 国民健康保険 国民健康保険の届け出と仕組み、受けられる給付について

保険医療課
35-3137

9 知って得する国民年金 年金の受給、受給資格について 35-3495
安心して暮らせる『やさしさ』のあるまちをめざして

10 高山市の総合計画 高山市の将来像について
企画課 35-3131

11 誰にもやさしいまちづくり 高山市誰にもやさしいまちづくり条例とその取組みについて

12 市民活動を応援します 市が策定した「市民活動応援指針」の説明および市民活動に対
する支援について 市民活動推進課 35-3412

13 高山市の都市計画 高山市の将来都市像について 都市整備課 35-3176

14 子育て  ひとりで悩まないで 子育てに悩んだときはどんなところに相談すればいいの、ど
んな制度があるの

子育て支援課 35-3140
15 子どもにやさしいまちづくり計画

平成16年度策定の第三次計画。計画を通して、子ども・子育
てについて一緒に考えてみませんか

より快適で健康な生活をおくるために
16 障がい者（児）の福祉について 障がい者（児）福祉の制度とサービス

福祉課 35-313917 安心、安全、快適なバリアフリー 障がい者・高齢者などを取り巻くバリア（障壁）を取り除こう

18 障害者自立支援法について 障害者自立支援法の概要

19 高山市の高齢福祉 高齢化社会における高山市の現状と課題、高齢者の福祉サー
ビスについて

高年介護課

35-3181

20 地域包括支援センターってどんなところ？
地域で暮らす高齢者を、介護、福祉、健康、医療などさまざ
な面から総合的に支援するセンターの活動について 35-2940

21 介護保険制度 介護保険制度の説明 35-3178

22 高齢者の健康 高齢者の心身の特徴と介護予防のための暮らし方の工夫につ
いて 35-2940

23 後期高齢者医療制度（長寿医療制度） 後期高齢者医療制度の概要について 保険医療課 35-3495

24 中高年の健康づくり 生活習慣病の予防（生活と食事）について
健康推進課 35-316025 乳幼児の健康づくり 子どもの健康とくらしについて

26 小学生の健康づくり 子どもの健康とくらしについて

☆申込みのできる方 ： 市民で構成された 10人以上の団体・グループです。会社・学校・町
内会などいろんなグループでご利用ください。

☆出前の開催時間と会場 ： 開催時間は、午前10時から午後9時までの間で 2時間以内です。会
場は市内に限ります。申込者でご手配ください。

☆講師料 ：無料です。ただし、資料代などが必要な場合があります。
☆申込方法 ： 講座予定日の２週間前までに、それぞれの講座の担当課へ直接、電話

でお申し込みください。
☆お願い ： 市政への苦情や要望を受ける場ではありませんので、ご留意ください。
☆問合先 ：生涯学習課　235－3123
※下記の内容以外も、お気軽にお問い合わせください。
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市民活動事業補助金について

荒城農業体験交流館体験教室荒城農業体験交流館体験教室

申込・問合先　救急課 　32-0119

申込・問合先　市民活動推進課 　35-3412

対象 市内に在住・在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法 　　・　　※定員を超えた場合は抽選

　身体障害者手帳をお持ちの方
で、補装具を希望される方に交
付手続きを行います。また、医
師による判定や補装具の修理も
同時に行います。
期日 5月19日（月）
時間 午後1時30分～ 3時30分
　　 （受付は3時まで）
場所  総合福祉センター4階（昭和町2）
必要な物 身体障害者手帳、印鑑

身体障がい者補装具巡回相談
福祉課
　 35-3139

申　込
問合先

応募資格
①海上技術幹部：大学の理学部、
　工学部または心理学関連学部を
　卒業し、2年以上関連した業務
　の経験を有する者
②技術海曹：20歳以上で、指定
　する国家免許資格を有する者ま
　たは、理工系の短大、高専卒
　業以上の学歴を有する者
試験期日 
①7月1日（火）　②6月30日（月）
試験会場 ①横須賀市・②舞鶴市
締切 5月23日（金）

技術系海上自衛官
自衛隊・岐阜地方協力本部高山出張所
　 32-3028

申　込
問合先

　アーチェリーを通して健康づく
りと参加者相互の交流を図ります。
対象 市内の障がい者
期日 5月21日（水）・5月28（水）・ 
　　 6月4日（水）
時間 午後1時30分～ 3時
場所 ビッグアリーナ（中山町）
参加費 無料
申込方法 直接会場へ（1回のみの
参加も可）
※雨天や強風の場合は中止

障がい者アーチェリー体験会
高山市社会福祉協議会
　 35-0294

申　込
問合先

　健康増進と相互の交流や自然
散策を楽しみます。
対象 自立歩行できる障がい者
期日 6月7日（土）
※少雨決行、大雨の場合のみ8日
（日）開催
時間 午前8時45分～午後4時頃
場所 天生湿原（飛驒市）
定員 15人（超えた場合は抽選）
参加費 500円
持ち物等 弁当、飲み物、雨具
申込方法  5月29日（木）までに　　 ・

障がい者天生湿原散策会
高山市社会福祉協議会
　 35-0294  FAX34-6736

申　込
問合先

　クライミングウォールの基本テ
クニック、登るための技術の確保、
ルール・マナーについて学んでい
ただきます。
対象 市内在住または在勤の高校生以上
期日 6月7日（土）または6月14日（土）
　　 ※どちらか一回です。
時間 6月7日午後5時30分～8時30分
　　 6月14日午後1時30分～4時30分
場所 ビッグアリーナ（中山町）
定員 各15人（先着順）
参加費  保険料として1,000円程度
申込方法 ビッグアリーナ窓口ま
たは

対象 中学生以上
期日 6月8日（日）
時間 午前9：00～正午
場所 高山消防署（桐生町3）

クライミング利用者講習会
飛驒高山ビッグアリーナ
　 36-4307

申　込
問合先

平成21年度採用　市職員募集

飛驒高山
YANSA21フェスティバル 出場チーム募集！

　119番通報を受けてから救急車が到着するまでの間の応急手当が
尊い命を救います。
　高山消防署では、人工呼吸、心臓マッサージ、AED（自動体外式
除細動器）の使用法、止血法などの、いざという時に役立つ普通救命
（応急手当）講習会を開催します。

定員 30人（超えた場合は抽選）
参加費  315円
申込方法 6月6日（金）までに　  ・

普通救命講習

　市民活動団体が自主的に実施する、地域の活性化や課題解決につながるまち
づくり活動に対して補助を行います。

補助金額　事業費のうち、補助対象経費の２分の１で30万円以内。ただし事業費から収
入額を差し引いた金額を上回らないこと。また他の補助金の交付を受けている場合は、補
助対象となる経費から、その補助金を差し引いた額を補助対象とする。

参加資格 市に団体登録をしている市民活動団体であること
申込方法 ６月６日（金）までに市民活動推進課、ホームページにある申請書に必要
事項を明記し、事業計画、予算書などを添えて提出（郵送可）

市民活動事業補助金について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体験教室名 時　　間期　日 定員 参加費 申込期限

そば打ち

グラスアート

豆腐作り

5月28日（水）

5月29日（木）

5月30日（金）

5月21日（水）

5月22日（木）

5月23日（金）

6月  4日（水）6月11日（水）
午後7時～午後9時30分
午後7時～午後9時30分

15人
15人
12人
12人
12人

1,000円
1,000円
1,000円
1,000円
500円

午後7時～午後9時
午後1時～午後3時

午前10時～正午

申　込
問合先　

荒城農業体験交流館
　72-1066

◎火災などによる消防車両の出動状況は、消防情報案内で　  0180-995-911 12
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募　集

申込・問合先　飛驒・世界生活文化センター　 37－6111

問合先　総務課　 35-3133

　高山城の遺構と歴史などの解
説を聞きながら、城山公園周辺
を散策します。
期日 6月1日（日）雨天中止
時間 午前9時30分～ 11時30分
場所 城山二の丸公園集合
定員 50人（先着順）
参加費 無料
申込方法 5月23日（金）までに

城山公園歴史ウォーキング
（財）高山市施設振興公社
　 32-0406

申　込
問合先

　囲碁の楽しさを知ったり参加
者相互の交流を目的とします。
対象 市内の60歳以上の方
期日  5月29日（木）～21年1月22日（木）
　　  までの全16回（月2回、木曜開催）
時間 午後1時30分～ 3時30分
場所 よって館（初田町1）
定員 10人（超えた場合は抽選）
参加費 4,000円（全16回分テキス
　　　 ト代など）
申込方法  5月22日（木）までに

期日  ８月10日（日）
時間 午後3時～ 9時（予定）
場所 西小学校グラウンド（予定）
定員 グランプリ部門・ジュニア部門合わせて50組
部門 ジュニア部門（中学生以下）、グランプリ部門（家族・友達など構成自由）
　　 ※どちらも5人以上50人以下
参加費 無料
申込方法  飛驒・世界生活文化センター、市役所生涯学習課、各支所、
文化会館にある申込用紙に必要事項を記入し、６月15日（日）までに飛驒・
世界生活文化センターへ申し込む。申込先着順！

高年者囲碁入門教室
高山市社会福祉協議会
　 35-0294

申　込
問合先

　高年者の健康づくりの一環とし
て社交ダンス教室を開催します。
対象 市内の60歳以上の方
期日  ５月27日（火）～７月１日（火）まで
　　  の毎週火曜日（全６回）
時間 午後1時30分～ 3時30分
場所 総合福祉センター（昭和町2）
定員 30人（超えた場合は抽選）
参加費 無料
持ち物 運動のできる服装、底の低い
靴または、ダンスシューズ、飲み物
申込方法  5月20日（火）までに

高年者社交ダンス教室
高山市社会福祉協議会
　 35-0294

申　込
問合先

対象 市内在住の方
期日 6月17日（火）
時間 午後1時30分～ 4時30分
場所 市役所（花岡町2）
定員 7人（超えた場合は抽選）
申込方法  6月3日（火）までに

ぱれっと無料法律相談
市民活動推進課
　 35-3412

申　込
問合先

・

対象 健康で働く意欲のある60歳
　　 代前半の方
期日 6月16日（月）～ 19日（木）
場所 ビッグアリーナ（中山町）
定員 20人（超えた場合は抽選）
受講料 無料
申込方法 市役所市民コーナーお
よび商工課、ハローワーク高山、
高山市シルバー人材センターの
窓口にあるパンフレットにある
申込書に必要事項を記入し郵送
（必着） 

緑地管理講習
岐阜県シルバー人材センター
　 058-249-0228

申　込
問合先

平成21年度採用　市職員募集平成21年度採用　市職員募集平成21年度採用　市職員募集
試験区分・対象
○事務Ａ（大卒程度）＝若干名…昭和54年４月２日から
　　　　　　　　　              昭和62年４月１日までに生まれた方
試験案内・申込書
市役所１階インフォメーション、４階総務課・各支所地域振興課（休日･
夜間は宿直室）、
申込方法
６月５日（木）までに総務課、各支所地域振興課（休日･夜間は宿直室）または
第１次試験　６月29日（日）
場所　市役所（花岡町２） 
※事務B（高卒程度）、事務C（身体障がい者・高卒程度）、消防の試
験は9月に実施予定です。詳しくは、今後の「広報たかやま」、市ホームペー
ジでお知らせします。

飛驒飛驒高山高山
YANSA21フェスティバル 出場チーム募集！YANSA21フェスティバル 出場チーム募集！
飛驒高山
YANSA21フェスティバル 出場チーム募集！
　飛驒地方に伝わる古くからの盆踊り「飛驒やんさ」を、現代風にアレンジ
した創作曲でダンスを競い合う「飛驒高山YANSA21フェスティバル」に出
場してみませんか？

◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後2時～4時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）13
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●5月後半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。
わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

国府の金蔵獅子

ハイ！ 市役所です

荘川桜公園さくら祭り
第10回飛驒高山端午の節句
高山市町内会連絡協議会総会
小児救急医療を考える市民フォーラム

あなたの家を診断します～耐震診断事業～
みんなでユニバーサルデザイン～誰にもやさしいまちづくり

飛驒高山情報局

　データ更新および設定変更の
ため、下記の期間、自動交付機に
よる税証明の発行を停止します。
　なお、住民票、印鑑証明書、戸
籍については通常どおり発行でき
ます。
期日 5月30日（金）・31日（土）
時間 終日
場所 本庁・山王福祉センター・
　　 煥章館の各交付機
※6月1日から平成20年度所得証明
　などが発行できることになります。

自動交付機による税証明の発行停止
申　込　税務課
問合先　　35-3136

　全国でも珍しい「車田」の田植
えがご覧いただけます。餅つきの
実演も行ないますので、つきたて
のお餅をお召し上がりください。
期日 5月25日（日）
◎車田　田植え
時間 午前10時～正午
場所 飛驒の里内　車田
◎餅の振る舞い
時間 午前10時～正午（無くなり
　　 次第終了）
場所 飛驒の里内 旧西岡家 横
参加費 無料

飛驒の里「車田の田植え」
問合先　飛驒民俗村・飛驒の里
　　　　　34-4711

新規学卒者求人説明会（事業所対象）
問合先　ハローワーク高山
　　　　　32-5122

　平成21年3月新規学校卒業者
の採用を計画されている事業所
を対象とした求人取扱い説明会
を開催します。
期日 5月30日（金）
時間 午後1時30分～ 3時30分
場所 飛驒・世界生活文化セン
　　 ター（千島町）

問合先　高山市郷土館
　　　　　３2-1205

5月1日現在の人口
総人口
男
女
世帯数

95,281人
45,441人
49,840人
34,301世帯

固定資産税納期限

6月2日（第1期）

下水道の役割って？

ご利用ください！窓口時間延長と証明書電話予約サービス
○本庁の窓口時間延長
　実施窓口　市民課、保険医療課
　実施日　毎週月曜日＝午後7時まで
　　　　　毎月第2・第4土曜日＝午前9時～正午
　※公的個人認証サービス、証明書の相互発行など、他団体との連携・
　　確認が必要な業務はお取り扱いできません。
　※支所では実施していません。
○支所の証明書電話予約サービス
　取り扱う証明書　住民票の写し、印鑑証明書、税に関する各種証
　明書（印鑑証明書は予約者本人のもの、その他は予約者本人また
　は同一世帯親族のものに限る）
　予約方法　平日の午前8時30分から午後5時15分の間に支所へ　
　当日の午後8時までに予約者本人が官公署発行の顔写真付身分証
　明書を持参し、当直室で受け取る。
　※本庁では実施していません。

　市民のみなさんの歴史文化への理解や歴史学習に役立ててい
ただくため、市民のみなさんから寄附いただいた貴重な郷土資
料を展示しています。ぜひご覧ください。
■展示資料
　木馬（川上別邸の稲荷社にあったもの） 

　広瀬旭荘書屏風
　山仕事用縄 
　脇差 
期日 8月31日まで（月曜日除く）
時間 午前8時30分～午後5時
場所 高山市郷土館（上一之町）

高山市郷土館寄附資料小展示高山市郷土館寄附資料小展示

ひろせ きょくそうしょびょうぶ

◎「みんなの市民活動」毎週水曜日　午前11時30分からヒッツFMで放送中

広瀬旭荘書屏風

14
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無料 就職相談就職相談

◎ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています　1日、15日の午前6時～7時・午後10時～11時

おしらせ

５・６月のこよみ

知っていますか？ごみの出し方 問合先　リサイクル推進課
　　　　　３５-３１３８

ごみとして出せない物には、これまでにこのコーナーで紹介してきた、テレビ・洗濯機・冷蔵庫・冷凍庫・エアコン
の家電やオートバイ、パソコン・ディスプレイのほかにも次の物があります。（処分方法ごと）

申　込
問合先　

問合先　下水道課　 35-3150

商工課
　35-3144

問合先　総務課
　35-3133

　プロのキャリアアドバイザーが皆さんの相談にのります。気軽に話
して聞いて考えて、自分の本当の興味や強みを見つけましょう。
対象  市内の事業所に就職を希望する方
期日  毎週水曜日
時間  午前9時～午後4時（1人1時間程度）
場所  市役所（花岡町2）
定員  毎回6人（先着順）
申込方法  事前に

【相談内容】
①就職についての希望や悩み
②面接の対策
③履歴書などの添削
④自己PR文の作成

●平成19年度●

情報公開の実施状況
　高山市情報公開条例および
高山市個人情報保護条例の規
定に基づいた、情報公開の実
施状況は、次のとおりです。
●行政情報公開の実施状況
▽情報公開の請求87件
　（公開35件、部分公開36件、　
　却下･取下げ5件、非公開11件）
▽不服申立て5件
●個人情報開示などの実施状況
▽開示請求7件
　（開示6件、不存在1件）
▽訂正請求･是正の申出0件
▽不服申立て0件
▽個人情報取扱い事務の届出40件

下水道の役割って？下水道の役割って？下水道の役割って？
　現在、私たちのくらしの中で下水道はかかせないものになっています。
○さわやかな生活環境づくり
　トイレの水洗化を行うことにより快適な生活ができます。
○きれいなまちづくり
　生活雑排水をそのまま側溝などに流すと害虫の発生や悪臭の元となります。
　下水道につなげば汚水は下水管を流れるため側溝は美しい水しか流れません。
○うつくしい自然づくり
　汚れた水は側溝から川へ流れこみ、そのまま海へと流れて
　環境汚染が進みます。下水道によってきれいにしてから川
　へ、海へ流すことによって下流の人たちへ美しい水を手渡
　せます。

　下水道使用料を平成20年10月1日（平成20年11月分として請求する分）から
改定させていただきます。みなさんのご理解、ご協力をお願いします。

下水道は生活環境を改善し、地球環境を守るなどたくさんの
役割を担っています。

◎購入したお店・取扱い店などへ
　石油、オイル、ガスボンベ（10㎏以上）、バッテリー、タイヤ、携帯電話、使い捨てカメラ、ビールびん・一升びんなどの「生きびん」
◎購入したお店・取扱い店などに相談ください（どうしても使い切れなかった場合）
　農薬、殺虫剤、除草剤
◎リサイクル推進課へ相談ください
　漂白剤、動物の死体

⑩ごみとして処分できない物⑩ごみとして処分できない物

土砂災害防災訓練（国府町桐谷地区）
グリーンマーケット（原山市民スキー場駐車場）
松倉山市民ハイキング（松倉山遊歩道）
鈴蘭高原すずらん祭り（鈴蘭高原カントリークラブ特設会場）
我楽多市（さんまち通り）
集団資源回収（東山中）
集団資源回収（西小）
川上岳・位山縦走登山
集団資源回収（清見小）

乗鞍岳山開き
飛驒の味まつり（～18日）
集団資源回収（山王小、江名子小、花里小、
中山中、朝日中）
野麦峠まつり
集団資源回収（栃尾小）
乗鞍山麓五色ヶ原の森オープン
集団資源回収（南小、新宮小、三枝小、国府小）
集団資源回収（北小、岩滝小、丹生川小、日枝中）

15日（木）
17日（土）
 
 
18日（日）

 20日（火）
24日（土）
31日（土）

6月1日（日）

7日（土）
14日（土）
15日（日）

かおれだけ

15



カカメメララレレポポーートト

　朝日地域の美女高原で「みずばしょう祭り」が開かれ、多くの家族連れで賑わいました。

　訪れた人は穏やかな青空のもと、満開の水芭蕉が咲く遊歩道を散策したり、美女ヶ池

で魚釣りやボートを楽しみました。

　また今年は、合併記念公園整備の一環で、展望台が新設され、訪れた人は美女高原の

一味違った眺望を満喫しました。

原に訪れる春 水芭蕉が満開
美女高原みずばしょう祭り

高

　市では、国の文化財である「下二之町大新町伝統的建造物群保存地区」での無電

柱化事業にあわせて、自主防災用消火栓、可搬ポンプなどを順次整備しています。

　昨年度、下二之町の南側を整備したことに伴い、鳩
きゅうほうしゃ

峯車組町並保存会の方々が

消火設備の取扱い訓練を実施しました。保存会の倉田会長は「地域を守るため、こ

れからも訓練を重ねたい」と語っていました。

重な町並は地域で守る
伝建地区で初期消火訓練

貴

児救急医療を考える
市民フォーラム

小

　現在、高山赤十字病院の救急外来の約4割を小児患者が

占めていますが、そのほとんどが入院の必要がない軽症で

あり、医療のコンビニ化が危ぐされています。こうした中、

救急外来の現状や小児受診のあり方を考えるフォーラムが

市民文化会館で開催され、市民、医療関係者、行政の代表

が今後の救急医療のあり方について話し合いました。

キー場に感謝の気持ちを
込めて久々野小がボラン
ティア清掃

ス

　昨シーズンお世話になったスキー場をきれいにしようと、久々野

小学校5・6年生が、ひだ舟山スノーリゾートアルコピアの清掃活

動を行いました。この活動は小学校の伝統行事で、毎年ゲレンデの

雪が解けたこの時期に行われます。児童はグループに分かれ、ゲレ

ンデに落ちていたペットボトルや空き缶、手袋といったゴミなどを

熱心に収集。感謝の気持ちと環境の大切さを再認識しました。

　毎月15日号は、市民のみなさんの季節の話題や
出来事などを主にお伝えしています。

みなさんの笑顔をお届けします…

印刷／高山印刷株式会社

《4月23日》

《4月27日》

《4月26日》

《4月18日》

2008.5.15
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